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子
育
て
す
る
な
ら
遠
野　

第
２
ス
テ
ー
ジ
へ

㉄　
わ
ら
す
っ
こ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
理
由
は
。

答　
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
の
中
で
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
見
守

っ
て
い
く
根
拠
と
な
る
理

念
条
例
。
制
定
か
ら
10
年

が
経
過
し
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
合

わ
せ
改
正
す
る
。
新
た
な

条
例
・
プ
ラ
ン
・
基
金
の

３
本
柱
で
取
り
組
む
。

㉄　
産
後
ケ
ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
通
じ
た
犯
罪
か
ら
の

保
護
と
い
う
視
点
も
大
事

で
は
。

答　
子
育
て
家
庭
へ
の
支

援
を「
き
め
細
か
な
支
援
」

と
条
文
変
更
し
た
。
ま
た

「
事
故
や
災
害
等
の
未
然

防
止
と
子
ど
も
の
安
全
確

保
の
努
力
義
務
」
も
条
文

に
盛
り
込
ん
だ
。
プ
ラ
ン

の
中
で
、具
体
的
な
施
策
、

対
応
に
取
り
組
み
た
い
。

㉄　
子
ど
も
の
権
利
や
大

人
の
責
務
に
つ
い
て
、
子

ど
も
達
自
身
が
内
容
を
知

る
こ
と
が
必
要
で
は
。

答　
学
校
と
連
携
し
な
が

ら
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
人
権
教
室
を
開
催
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
達
が
、
自
分
た

ち
の
命
、
他
の
人
の
命
を

守
る
と
い
う
理
念
を
達
成

す
る
た
め
に
人
権
教
育
は

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

㉄　
わ
ら
す
っ
こ
プ
ラ
ン

推
進
事
業
費
の
増
額
の
内

容
は
。

答　
わ
ら
す
っ
こ
条
例
の

改
正
に
合
わ
せ
て
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
印
刷
と
パ
ネ

ル
を
作
成
し
、
周
知
し
た

い
。
パ
ネ
ル
は
元
気
わ
ら

す
っ
こ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

す
る
他
、
イ
ベ
ン
ト
等
に

使
用
す
る
予
定
。

㉄　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内

容
は
。ま
た
配
布
対
象
は
。

答　
中
学
校
１
年
生
が
理

解
で
き
る
よ
う
な
内
容
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
校
の
全
て
の
児
童

に
配
布
す
る
。
ま
た
保
護

者
や
関
係
団
体
に
配
布
す

る
予
定
。

市
営
牧
野

放
牧
頭
数
の
確
保
策
は

㉄　
市
営
牧
野
管
理
事
業

費
（
５
７
３
万
５
千
円
）

の
増
額
の
内
容
は
。

答　
３
つ
の
牧
場
の
指
定

管
理
料
の
増
で
あ
る
。
利

用
料
と
経
費
の
差
額
不
足

分
で
あ
る
。

㉄　
こ
の
補
正
額
は
、
３

月
定
例
会
で
否
決
と
な
っ

た
「
遠
野
市
牧
野
条
例
料

金
改
正
案
」
に
基
づ
き
計

算
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
改
定
を
見
込
ん
で
の

算
出
で
は
あ
っ
た
が
、
今

回
の
補
正
は
す
べ
て
を
補

て
ん
す
る
も
の
で
は
な

く
、
畜
産
振
興
公
社
の
自

主
事
業
か
ら
の
補
て
ん
も

あ
る
。

㉄　
放
牧
頭
数
を
確
保
す

る
努
力
を
す
べ
き
で
は
。

答　
今
年
度
か
ら
牛
の
検

診
は
、
生
産
者
の
負
担
軽

減
を
考
慮
し
て
関
係
者
の

み
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
牧
野
管
理
の

向
上
に
努
め
て
い
く
。

㉄　
里
山
放
牧
を
活
か
し

て
い
く
こ
と
や
キ
ャ
ト
ル

セ
ン
タ
ー
等
の
自
主
事
業

に
よ
っ
て
畜
産
振
興
公
社

経
営
を
改
善
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答　
生
産
者
と
の
懇
談
の

場
を
設
け
、
今
後
の
放
牧

料
金
の
在
り
方
や
牧
野
管

理
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
く
。

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

工
事
費
が
増
額

㉄　
倍
近
い
工
事
金
額
に

な
る
理
由
は
。

答　
当
初
の
予
算
は
、
文

科
省
が
基
準
と
し
て
示
し

た
機
種
で
計
算
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
改
め
て
遠
野

の
気
候
や
各
学
校
施
設
に

考
慮
し
熱
負
荷
な
ど
を
計

算
し
た
と
こ
ろ
、
暖
房
能

力
の
不
足
が
判
明
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
電
気
設

備
増
設
が
必
要
と
な
り
３

月
当
初
と
大
幅
に
差
額
が

生
じ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　

自
主
設
計
の
甘
さ
、
手

順
の
誤
り
に
よ
り
、
結
果

と
し
て
総
工
事
請
負
費
が

倍
増
し
た
こ
と
、併
せ
て
、

有
利
な
財
源
を
活
用
し
き

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く

反
省
し
て
い
る
。

㉄　
今
後
の
予
定
は
。

答　
平
成
30
年
度
繰
越
分

は
、
本
年
度
３
月
中
旬
ま

で
の
工
期
で
発
注
済
み
。

今
補
正
予
算
分
は
、
早
急

に
諸
手
続
き
を
踏
み
た

い
。
令
和
２
年
６
月
末
ま

で
に
設
置
工
事
を
終
え
、

市
内
全
小
中
学
校
の
環
境

が
整
え
ら
れ
る
よ
う
準
備

を
す
す
め
た
い
。

こ
ど
も
本
の
森
構
想

　

市
は
、
11
月
19
日
の

議
員
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
建
築
家
安
藤
忠

雄
氏
か
ら
の
提
案
を
受

け
、「
ま
ち
な
か
の
古

民
家
」を
活
用
し
た「
こ

ど
も
の
本
の
施
設
」
整

備
実
現
に
向
け
、「
こ

ど
も
本
の
森
構
想
検
討

委
員
会
」
を
設
置
す
る

方
針
を
固
め
た
と
報
告

し
た
。

　

安
藤
氏
は
、
以
前
よ

り
「
東
北
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
は
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
」「
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に

は
、
本
、
読
書
が
大
事
」

と
の
想
い
か
ら
、
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
被
災
地

に
、「
こ
ど
も
向
け
本

の
施
設
」
を
つ
く
り
た

い
と
提
案
し
て
い
た
が

実
現
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

施
設
整
備
場
所
は
、

一
日
市
の
「
旧
三
田
屋
」

を
予
定
し
て
お
り
、
令

和
３
年
３
月
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。

㉄　

建
設
に
係
る
費
用

は
。

答　
安
藤
忠
雄
建
築
事
務

所
が
ほ
ぼ
全
額
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

解
体
し
た
後
、
使
え
る
部

材
で
昔
な
が
ら
の
雰
囲
気

を
壊
さ
な
い
形
で
建
て
替

え
る
。

㉄　
旧
三
田
屋
を
選
ん
だ

理
由
は
。

答　
複
数
の
候
補
地
か
ら

安
藤
忠
雄
氏
が
旧
三
田
屋

を
希
望
し
た
。

㉄　
旧
三
田
屋
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
っ
た
方
々
の

理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
の

か
。

答　
昨
年
11
月
に
住
民
説

明
会
を
開
催
し
地
元
住
民

も
喜
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
っ
た
方
々
に
も

「
こ
ど
も
本
の
森
構
想
」

が
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ

て
き
た
旧
三
田
屋
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
方
向
性
と
同
じ

こ
と
を
確
認
い
た
だ
き
、

理
解
を
得
て
い
る
。

㉄　

今
後
の
取
り
組
み

は
。

答　
近
隣
の
被
災
市
町
村

に
も
協
力
を
要
請
し
て
い

く
。

　

利
用
方
法
、
運
営
方
法

な
ど
を
検
討
し
、
実
現
さ

せ
た
い
。

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
︵
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で

構
成
、委
員
長
多
田
勉
議
員
、副
委
員
長
照
井
文
雄
議
員
︶は
、

条
例
６
件
、
予
算
２
件
、
そ
の
他
11
件
に
つ
い
て
付
託
を
受

け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
全
19
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し

ま
し
た
。

今年10年目を迎えた遠野市わらすっこ条例。市内の代表児童生徒が未来の遠野市を語り合います

旧三田屋を視察する安藤氏

予算等審査特別委員会予算等審査特別委員会


